

























( 1 ) ミッドセメスタ｝ブレイクのあいだに旅行に行ったんだけど，そんとき恐ろしい勢いで食べまくっ
て．．． ［会話2]
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( 5 ) 私，田中と申しますけど，中卒すさんいらっしゃいますでしょうか．
( 6 ) お願いがあるんですけど，この本を貸していただけないでしょうか．













3 これは，先行研究でも，‘background’（Nakayama& lchihashi-Nakayama 1997），‘some more to 
come’（Ohori 1995），「前置きJ，「前提」（森田 1980，高橋 1993，野田 1995）などと扱われている．
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いえば相手に質問することであろう．しかし，それが唯一の方法ではない.Pomerantz ( 1980) 
が指摘しているように，相手から情報を引き出すために自分の知っていることを述べる， myside 
tellingというストラテジーも情報を引き出す手段としてよく使われる. (15）もこのストラテジ｝













































































4「んだ」の機能に関する研究には，説明提供説（例えば， Alfonso1 966，久野 1973，山口 1975），既知
情報説（例えば，マグロイン 1984），既成関連命題説（例えば，三上 1972，田中 1979，国広 1984，松
岡 1987），などがある．「んだ」の先行研究は，国広（1984），田野村（1990），メイナード（1997）な
どに詳しい．
































































































































総頻度数： 174(100%) んだ＋けど： 73(41.95%) んです＋か： 32(18.39%) 
んだ＋よ： 32(18.39%) んだの： 11(6.32%) んだ＋よね： 10(5.75%) 





























































本研究は AustralianNational University, Faculties Research Grants Scheme (Project No. 
F00088）による研究成果の一部である．
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